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研究成果の概要（和文）：ヒトはたかだか4つの物体の情報にしか、一度に注意を向けたり、記憶したりすることが出
来ない。さらに記憶や注意の容量は、視覚刺激が左右両視野に呈示されたとき（Across条件）、どちらか一方に呈示さ
れた場合（Within条件）にくらべ増大することが知られている。その神経基盤を探るため、サルに2つの認知課題ー複
数記憶誘導性サッカード課題および複数物体追跡課題ーを訓練した。課題遂行中の前頭前野ニューロン活動を記録した
ところ、Across条件のとき、Within条件に比べ増大することを見出した。このことは、対側と同側視野の視覚情報が、
解剖学的に分離されて処理されていることを反映していると考えられる。

研究成果の概要（英文）：Humans can remember or attend to multiple moving objects at the same time. The 
number of objects that can be held in memory or attention is known to be larger when visual stimuli are 
presented bilaterally rather than presented unilaterally. To elucidate the underlying neuronal mechanism, 
we trained monkeys with two cognitive tasks; multiple memory-guided saccade task and multiple object 
tracking task. We found that neurons in the lateral prefrontal cortex exhibited greater activity for 
bilateral than for unilateral stimuli. Considering the inherent, anatomical separation of contralateral 
and ipsilateral visual processing, our data might reflect the stronger interaction of mnemonic and 
attentional signals for multiple objects presented unilaterally than those presented bilaterally.

研究分野：システム神経科学
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と、ヒトはおおよそ４つまでしか覚えること
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刺激として視覚刺激を用いても、４つ程度と
同様で
モリの容量は感覚モダリティによらず一定
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キングメモリと選択的注意の容量は、共通の
神経基盤に依存して決まってい
れる。
 記憶と注意の容量には、さらに共通の特徴
があることが、最近の研究で明らかになって
きた。数秒間の遅延期間をへだてて、複数の
視覚刺激からなる配列を２回提示し、それら
に違いがあるか答えさせると、視覚刺激が左
右の視野のどちらか一方に提示されたとき
（Within
とき（
した(Delvenne 2005)
動きまわる視覚刺激のうち、はじめに指示さ
れたターゲットをいくつまで追跡出来るか
調べてみると、同じく、
Across
and Cavanagh 2005)
対位置による容量の違いは、右視野と左視野
とで、別々の情報処理リソースが存在するこ
とを示唆する。
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野内にあるとき、反対視野にあるときに比べ
て減弱することが明らかとなった。このこと
は、異なる視野内に提示された視覚情報は、
異なる大脳半球または皮質カラムを隔てて、
ほぼ独立に処理されうるのに対して、同一視
野内に提示された視覚情報は、視覚処理経路
を通じて相互に干渉し合うことで、個々の情
報が劣化していくことが示唆する。
 また、現在は東大に異
果を、マウスでの類似実験でも得られるよう、
予備的な検討を行
能特異的なニューロン群を標識するための
システムを構築中である
ータでは、その実現可能性を示唆する結果を
得ている。
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